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【目的】 

 

アイリシンは、白色脂肪細胞から褐色脂肪細胞への分化を誘発するマイオカインである。筋・

骨連関において、アイリシンがさまざまな病態で骨量増加の方向に作用すること、アイリシン

の糖代謝改善効果を示唆する知見が集積されてきた。しかし、アイリシンが糖尿病による骨修

復遅延に有効であるかは不明である。今回、糖尿病マウスの骨修復遅延に対する局所および全

身のアイリシン投与の効果について検討した。 

 

【方法】 

 

ストレプトゾトシン投与により高血糖を誘発した 8 週齢の雌マウスの大腿骨に骨欠損を作製し

た。アイリシンの局所投与では、アイリシンをカチオン化ゼラチンシートに含浸し、骨欠損部

に移植した。全身投与では、骨欠損作製時より 2 日ごとにアイリシンを腹腔内投与した。骨修

復は、マイクロ CT を用いて骨欠損面積、骨欠損部の骨量（BV/TV）により評価した。 

 

【結果】 

 

糖尿病を誘発していないマウスにおいて、アイリシンの骨欠損部への局所投与は、骨修復に影

響をおよぼさなかった。一方、アイリシンの局所投与は、糖尿病による骨修復遅延を有意に回

復させたが、全身投与では有意な骨修復遅延回復効果は認めなかった。さらに、アイリシンの

局所投与は、糖尿病による骨欠損部の Osterix 陽性骨芽細胞数低下を有意に回復させた。In 

vitro の検討で、マウス間葉系 ST2 細胞において、アイリシンは、AGE3 や高グルコースによる

骨芽細胞分化抑制を有意に回復させたが、TNF-αの作用には影響をおよぼさなかった。 

 

【考察】 

 

マウスに対するアイリシンの局所投与が、骨芽細胞分化誘導による骨形成促進作用を介して、

糖尿病病態により誘発される骨修復遅延を改善することが示唆された。一方、骨粗鬆症病態に

有効であるアイリシンの全身投与は、糖尿病の骨修復遅延の回復には影響しなかった。 

 

【結論】 

 

今後、糖尿病における骨折や骨欠損の治療法として、アイリシンの局所投与が期待できる可能

性が考えられた。 
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